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　先生方，おはようございます．本日は第 135 回日本医師会定例代議員会にご出席をいただきまして，
誠にありがとうございます．
　本日の定例代議員会では，前年度の事業報告と，３つの議案を上程いたしております．慎重にご審
議のうえ，何とぞご承認を賜りますよう，よろしくお願い申し上げます．
　また，昨年６月，会長職に再任いただいてより，ちょうど１年が経ちました．その間，日本医師会
の会務運営と諸事業に対し，特段のご理解とご支援をいただきまして，執行部一同，心より御礼申し
上げます．
　この１年を振り返ってみますと，さまざまな社会の変化がございました．ただそうした中でも，日
本医師会は，保健・医療・福祉における主導的立場を担い，常に高い見識を持って変革に当たってま
いりました．
　その際，会務の基本方針としたものが，昨年，会長職を拝命するにあたって掲げました，「組織力
を強化すること」「地域医療を支えること」，そして「将来の医療を考えること」の３つであります．
　「組織力の強化」にあたっては，小山田雍秋田県医師会長に委員長をお引き受けいただいておりま
す「医師会組織強化検討委員会」からの提言に基づきまして，研修医会員の年会費の減免と医師資格
証の年会費の無料化を，今年度より実施することといたしました．また，非会員医師の入会のきっか
けづくりとして，医師会サービスの一部を，一定期間，無償提供する新たな仕組みづくりにも取り組
んでおります．
　さらに，医師資格証の普及に向けて，都道府県医師会ならびに郡市区等医師会のご協力の下，地域
受付審査局を設置いただくとともに，生涯教育制度との連動等，サービスの拡充を図ってまいりまし
た．昨今，医師のなりすましの問題が多く取り沙汰されておりますが，こうした事態を起こさないた
めにも，医師資格証のさらなる普及を推進してまいります．
　このほか，都道府県医師会との相互利用や情報登録時のタイムラグの解消等を目的とした，会員情
報システム再構築に向けた取り組みを加速させるとともに，医師会事業を分かりやすく紹介する新た
なパンフレットの作成等にも，広く取り組んでおります．
　医師会こそが，わが国の医師を代表する唯一の団体です．これを体現するべく，「組織力の強化」
を図っていく中で，医師会設立の本意であります「地域医療を支える」ための公益的活動の推進にも
努めてまいりました．
　改めて申すまでもなく，現在，国の財政再建が迫られる中で，団塊の世代が 75 歳以上となる 2025
年に向けての対応が急務となっています．社会保障制度を維持していくには，時代の趨勢に合わせた
その時々の工夫・改善が不可欠です．そして，そのために必要なエビデンスやアイデアは，すべて医
療現場にあると考えます．そうした思いから，2025 年やその後の医療のあり方に関する提言を取り
まとめるべく，現在，四病院団体協議会と協議を重ねております．こうした協働を通じて医療界の一
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致団結を図り，医療提供体制の充実と地域包括ケアの推進を図ってまいります．
　去る３月 31 日には，「地域医療構想策定ガイドライン」が公表されました．本ガイドラインは，日
本医師会の意見が十分に反映されたものとなっており，地域の医療提供体制を充実させる仕組みづく
りに向けたプロセスが示されています．「地域医療構想」の策定主体は都道府県医療審議会です．そ
のため，ガイドラインを参考にしながら，都道府県医師会が審議会の議論をリードし，医療者と患者，
住民の声を十分に反映した「地域医療構想」を策定していただきたいと存じます．
　折しも４月に開催されました，「第 29 回日本医学会総会　2015　関西」は，学術講演や一般市民向
け参加型イベント等への参加者合計約 40 万人を得る中で，医療者と国民が地域医療についてともに
考える，絶好の機会となりました．これも偏に，総会開催地である京都府医師会をはじめ近畿ブロッ
ク医師会連合の先生方，ならびに代議員の皆様方や全国の医師会員よりの絶大なるご支援の賜であり，
この場をお借りしまして，厚く御礼申し上げます．
　総会では，「きずなの構築」を副題に掲げておりました．医師と患者のさらなる信頼関係の構築に
資する制度として，本年 10 月より医療事故調査制度がいよいよ開始されます．本制度が円滑に機能
していくことで，より早い段階での原因究明と，再発防止策が立てられるものと確信いたします．
　また，本制度をより実効あるものとするためには，「医療事故調査等支援団体」としての都道府県
医師会の積極的な取り組みが期待されます．日本医師会としては，そうした都道府県医師会の取り組
みが十分に行えるよう，継続した支援を図ってまいります．併せて，会員への支援といたしまして，
会員が医療機関の開設者・管理者の立場で院内事故調査のために支出した費用を賄う保険を，制度開
始と共に創設したいと考えております．本件については，第２号議案と関係いたしますので，詳細は
後ほどご説明させていただきます．
　今後とも医療安全の向上と地域医療の推進のため，医療界はもとより，患者・国民とも一体となっ
て，本制度のさらなる充実を目指してまいります．
　このほか，韓国においていまだ感染が収まっていない「中東呼吸器症候群（MERS）」への対応に
ついては，今後も厚生労働省との緊密な連携の下，会員への迅速な情報提供と，国民への注意喚起に
努めてまいります．
　こうした直面するさまざまな課題に取り組む一方で，今後の医療需給等を見据えながら「将来の医
療を考えること」，そのうえで，政策提言や新規事業を立ち上げていくことも，医師会が担うべき重
要な役割の１つです．
　すでにわが国は世界に類のない少子高齢化により，人口の減少が始まっております．通常，生産年
齢人口が先に減少し，それを追うようにして老齢人口が減少していきます．これに伴い経済の縮小と
いう事態に至りますが，医療・介護分野について言えば，高齢化によりその需要は増大し，また，労
働集約型の面を有しているため，労働力の需要は当然増えてまいります．こうしたことが都市部と地
方の隔てなく全国各地で起きるわけですから，医療・介護がもたらす地方経済への効果の大きさが分
かります．また，“ かかりつけ医 ” となる地域に根差した医療機関があることは，その地域の魅力に
直結しますので，子育て世代の都市部への流出や過疎化を押しとどめることにも繋がるでしょう．
　社会保障と経済は相互作用の関係にあり，子育てや老後に不安を抱える国民に安心を示すことは，
結果的に経済成長を取り戻すための出発点になると考えます．こうしたことを社会に広く訴え，国民
の理解と共感を得る中で，先に触れました四病院団体協議会と協議をしております 2025 年以降の医
療のあり方と，その実現に向けた政策を広く提言してまいります．
　そもそも，医療が扱うものは健康や生命といった，すべての人類が希求してやまない普遍的なもの
です．わが国ではこれまで，医学や医療技術の進歩の成果を，国民皆保険制度を通じて，広く社会に
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還元してまいりました．その結果，世界最高の健康水準を達成していると，国際的に高い評価を得て
おります．
　一方，今後われわれが問われていくことは，現在の成熟した社会の中で，いかに新たなイノベーショ
ンを許容していくかという点にあると考えます．すなわち，より良い医学・医療の成果を導き出す環
境の整備と，それを広く世の中に還元する仕組みづくりが重要です．
　現在のわが国の医療機器市場を見てみますと，規模はアメリカに次いで世界第２位ですが，海外か
らの輸入が半分近くを占めております．また，輸出金額は，輸入金額の半分にも満たず，長く輸入超
過の状態が続いています．こうした状況を改善するべく，本年４月に「日本医療研究開発機構」
（AMED）が設立されました．より多くの科学的成果を生み出せる国になれるかどうかが，今後，わ
が国が持続的な成長を続けていけるかどうかの１つのカギになると考えます．
　そのため，日本医師会といたしましても，国の施策を後押しするべく，この６月より，AMEDを
活用した医師主導による医療機器の開発・事業化支援に向けた取り組みを開始いたしました．
　このほかにも，医学・医療の向上と持続可能な社会保障制度の確立に向けて，国が取り組むべき必
要な施策や改革に対しては，日本医師会としても協力を惜しむものではありません．しかしながら，
財政再建の名の下に，医療が国民の手を離れて市場に委ねられるような事態に繋がる施策や改革に対
しては，強い姿勢で臨んでいかなければなりません．
　そうした思いから，財政制度等審議会財政制度分科会や経済財政諮問会議の中で，一部の民間議員
より提案のありました，いわゆる参照価格制度や受診時定額負担に対しましては，高齢者や低所得者
の受診の差し控えを招き，公平・公正な医療提供を確保することができなくなるなどの観点から，容
認できるものではないとの意見を表明いたしました．
　また，わが国の将来の医療のあり方に禍根を残し，地域医療の崩壊を惹起させる国家戦略特区での
「医学部新設」問題に対しましても，日本医学会ならびに全国医学部長病院長会議との連名で，緊急
声明を公表した次第です．
　このように，医療がもたらす影響が多方面にわたる現代社会において，国民にとって最良となる医
療政策を実現していくためには，医療関係者のみならず，政府与党をはじめ経済界や法曹界など，さ
まざまな立場の方々との連携と調整が不可欠です．目指すべきゴールは同じでも，立場が違えばそれ
に至る考え方や手段はさまざまであり，そのため，和して同じることのない，強い信念が必要です．
　特に，これから年末に向けて，来年度診療報酬の改定に関する議論が本格化してまいります．去る
６月 22 日には次年度予算編成の方針となる，いわゆる「骨太の方針 2015」の素案が経済財政諮問会
議に提示をされました．わが国の財政状況等を受けて，非常に厳しい対応を迫られることが予想され
ます．
　しかし，医療・介護は公共財であり，国民の生命・健康の保持増進に向けた国家的事業として最優
先されるものでなくてはなりません．そもそも，社会保障制度とは，人間としての優しさと高い倫理
観を礎にした制度であり，その目的は社会の安定と国民の安心に寄与することであります．
　こうした認識の下，これまでも社会保障のあり方に関する議論にあたっては，「国民の安全な医療
に資する政策か」「公的医療保険による国民皆保険は堅持できる政策か」を判断基準に臨んでまいり
ました．
　今後もこうした姿勢を崩すことなく，日本医師会としての考えを毅然と主張していく中で，国民の
ために最善を尽くしてまいりますので，皆様方のさらなるご理解とご支援をお願い申し上げます．
　なお，社会保障は平時の安全保障と言われますが，現在，国会ではまさに安全保障法制に係る議論
が行われております．国民の生命と平和な暮らしを守るため，最善の結論が得られるよう，一医療人
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として，国民の声に真摯に耳を傾けた審議を願う次第であります．
　最後になりますが，金井忠男埼玉県医師会長をはじめ多くの皆様方のご協力の下，去る４月４日，
本会館におきまして，ダライ・ラマ法王来日記念講演会を開催いたしました．講演の中で，法王は，
「優れた知識と技術に加え，思いやりの心があってこそ，完璧な医療である」と発言され，また，人々
の苦痛を除き，人々のために尽くすわれわれ医療者を，“菩薩のような人 ”と表しておられました．
　このお言葉を多として，16 万６千会員が日夜診療に挺身していけば，必ずや至誠は天に通じ，医
療からこの国の未来を明るく照らすことができると確信いたします．その旗手として，「日本医師会長」
たる重責を全うしてまいりますことをお誓い申し上げ，挨拶の言葉とさせていただきます．
　ご静聴，ありがとうございました．（拍手）
議長（加藤寿彦君）　会長，ありがとうございました．
日本医学会会長挨拶
議長（加藤寿彦君）　それでは続きまして，去る６月 24 日に開催されました日本医学会臨時評議員会
において，髙久史麿先生が日本医学会会長に再任されましたので，ご挨拶をお願いすることといたし
ます．
　髙久先生，どうぞ．
　（日本医学会会長・髙久史麿君登壇）
日本医学会会長（髙久史麿君）　ただ今，議長からご紹介に与りました，先週の水曜日に日本医学会
長に選ばれました髙久でございます．今後ともよろしくお願いいたします．
　最初に，今年の４月に関西で開かれました第 29 回日本医学会総会　2015　関西におきまして，医
師会の先生方に多大なご援助・ご協力をいただいたことを御礼申し上げたいと思います．
　日本医学会には現在 123 の学会が加盟しておりますが，各学会によってさまざまな問題が起こって
いることは皆さんご存じのとおりでありまして，代表的な例は日本高血圧学会が関連したバルサルタ
ンの事件でありますけれども，日本医学会としても日本高血圧学会に対しまして，しかるべき役員に
対する処置を取るように要請するなど，そのような活動なども行ってまいりました．
　また，皆さんご存じのように日本医学会連合は，昨年の４月に法人化させていただきましたけれど
も，これは日本医療安全調査機構，日本専門医機構，それから日本医学教育評価機構の社員となるた
めには，法人格を取得しなければならないということで法人化したもので，その点についてはご了承
いただきたいと思います．
　法人化いたしましても，先ほど横倉会長がおっしゃいましたように，日本医師会が日本の医師を代
表する唯一の団体であるということを強く信じておりますし，これからも全力を挙げて医学・医療の
面で日本医師会をお支えしたいと考えております．
　たとえば，先ほど横倉会長がおっしゃいました医学部新設の問題につきましては，医師会の先生方
と一緒に公式の会見をいたしましたし，また関係閣僚の方々にお会いいたしました．また，ヒトパピ
ローマウイルス（HPV）のワクチンの問題に関しましては，医師会の先生と医学会と一緒になりま
して，診療のガイドラインのようなものを作成いたしました．このように，今後とも日本医学会は，
全力を挙げて日本医師会をお支え申し上げる次第でありますので，今後ともよろしくお願いいたしま
す．
　簡単でありますけれども，ご挨拶とさせていただきます．どうもありがとうございました．（拍手）
議長（加藤寿彦君）　ありがとうございました．
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